
日
本
道
教
学
会

日
本
道
教
学
会
　
第
六
十
五
回
大
会
要
項

期
日　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日
（
土
）・
九
日
（
日
）

会
場　

大
阪
芸
術
大
学　

ス
カ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス　
（
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
24
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
２
）



出
張
依
頼
状

本
学
会
第
六
十
五
回
大
会
を
来
る
十
一
月
八
日
（
土
）
に
大
阪
芸
術
大
学

ス
カ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
24
階
）
に
て
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
貴
学

氏
を

御
差
遣
い
た
だ
き
た
く
、
ご
依
頼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
日

日
本
道
教
学
会
会
長

大

形

徹

第
六
十
五
回
大
会
準
備
委
員
長

奈

良

行

博

殿

切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い



日
本
道
教
学
会
第
六
十
五
回
大
会
ご
案
内

拝

啓
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
本
道
教
学
会
第
六
十
五
回
大
会
を
、
来
る
十
一
月
八
日
（
土
）
に
研
究
発
表
会
、
九
日
（
日
）
に
は
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
の
術
数
学
研
究
会
と
の
共
同
開
催
と
し
て
公
開
座
談
会
を
、
大
阪
芸
術
大
学

ス
カ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
い
た
し
ま

す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
会
場
の
規
則
に
よ
り
現
金
の
扱
い
が
で
き
な
い
た
め
に
、
参
加
費
等
は
前
払
い
制
と
致
し
ま
し
た
。
ご
参
会
の
方
は
、
同

封
の
振
込
用
紙
を
ご
使
用
に
な
り
、
必
要
な
事
項
に
○
印
を
つ
け
、
合
計
振
込
金
額
を
ご
記
入
の
う
え
、
十
月
二
十
日
（
月
）
ま
で

に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
受
領
証
を
も
っ
て
受
付
事
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
大
会
ご
参
加
の
折
に
は
お
忘
れ
な
く
ご
持
参
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
日

日

本

道

教

学

会

会

長

大

形

徹

第
六
十
五
回
大
会
準
備
会
代
表

奈

良

行

博

会
員
各
位

《日本道教学会第六十五回大会準備委員会》

〒546-0023 大阪市東住吉区矢田2-14-19

大阪芸術大学短期大学部 奈良行博研究室気付

電話 080-5703-8672（奈良携帯）
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日 程 表

時間 会場その他

７日

(金)

16：00 全国理事会・合同役員会 大阪芸術大学スカイキャン

パス（あべのハルカス24

F）セミナールーム(２)８日

(土)

10：10 受付

10：30 開会式

10：40 研究発表（午前の部）

12：40 昼食 ※

13：30 報告事項

13：40 研究発表（午後の部）

14：10 特別講演

17：00 総会

17：30 懇親会 あべのハルカス13F「京

都・北山ダイニング」

９日

(日)

11：30 出版社・書店によるカタ

ログ販売

大阪芸術大学スカイキャン

パス（あべのハルカス24

F）セミナールーム（２）13：30 特別座談会

○会費内容

・大会参加費 3000円（８日、９日の通し料金です。分割できません）

・懇親会費 7000円（大学院生は5000円）

（会場受付では金銭の授受ができませんので、ご参加の方は必ず振込

用紙にて10月20日までに御支払い下さいますようお願いします）

※昼食

あべのハルカスタワー館12階～14階が「あべのハルカス・ダイニン

グ」と称して食堂街になっておりますので、こちらをご利用ください。

御弁当の注文はお受けいたしませんことご了承ください。ご持参のお弁

当につきましては、発表会場であるセミナールーム（２）でお食べいた

だいてかまいません。

○休憩室

・飲料の自動販売機を設置した「レストルーム」、タバコが吸える「喫

煙ルーム」がセミナールーム近くの同フロアーに設けてありますので、

こちらをご利用ください。

◎非会員で一般参加を希望される方は、８日の特別講演、９日の特別座

談会の通し料金として参加費1500円を頂戴します。下記口座にお振込

みください。なお、お支払手数料はご負担願います。

郵便振替口座 ００９３０－０－１６５７０２番

加入者名 日本道教学会 第65回大会準備委員会

ご参加の当日、会場受付で払込金受領証をお渡しいただければ、入場チ

ケットと交換いたします。
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第
六
十
五
回
大
会
日
程
・
次
第

第
一
日
（
十
一
月
八
日

土
曜
日
）

受
付
（
十
時
十
分
）

午
前
の
部
（
十
時
半
〜
十
二
時
四
十
分
）

開
会
式

挨
拶

大
会
準
備
委
員
長

奈
良

行
博

会

長

大
形

徹

研
究
発
表

『
淮
南
子
』
に
見
え
る
共
公
に
つ
い
て

｜
不
周
山
説
話
を
中
心
に
｜

大
阪
府
立
大
学
大
学
院

今
井

環

司
会

広
島
大
学
教
授

有
馬

卓
也

女

と
伏
羲

｜
二
人
の
神
に
な
る
ま
で
｜

森
ノ
宮
医
療
大
学
非
常
勤
講
師

重
信
あ
ゆ
み

司
会

京
都
大
学
教
授

宇
佐
美
文
理

葛
洪
に
擬
せ
ら
れ
る
醫
方
に
つ
い
て

｜
『
外
臺

要
方
』『
醫
心
方
』
所
引
の
『
葛
氏
方
』
等
か
ら
｜

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
講
師

多
田

伊
織

司
会

北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
客
員
研
究
員

浦
山

き
か

－5－



『
弘
明
集
』『
廣
弘
明
集
』
に
見
ら
れ
る
道
教
批
判
の
体
系
化
に
つ
い
て

東
京
大
学
大
学
院

李

書

司
会

真
言
宗
豊
山
総
合
研
究
院
上
席
研
究
員

田
中

文
雄

休

憩
（
十
二
時
四
十
分
〜
一
時
四
十
分
）

連
絡
事
項
・
紹
介

午
後
の
部
（
一
時
四
十
分
〜
四
時
半
）

研
究
発
表

台
湾
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
見
る
霊
魂
世
界

西
南
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

王

貞

月

司
会

筑
波
大
学
教
授

松

本

浩

一

特
別
講
演
「
現
代
の
道
教

道
協
・
道
人
・
道
術
」

総
合
司
会

筑
波
大
学
教
授

丸

山

宏

当
代
中
国
道
教
の
現
状

中
国
道
教
協
会
国
際
部

尹

志

華

（
通
訳
）
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

二
ノ
宮

聡

－6－



上
海
道
教
協
会
の
活
動

上
海
道
教
協
会
会
長

吉

宏

忠

（
通
訳
）
関
西
大
学
大
学
院

榧
木

亨

当
代
上
海
道
教
の
宮
観
と
道
士

上
海
道
教
協
会
副
会
長

樹

良

（
通
訳
）
関
西
大
学
非
常
勤
講
師

山
田

明
広

総

会
（
四
時
四
十
分
）

懇
親
会
（
五
時
半
）
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

タ
ワ
ー
館
13
階
「
京
都
・
北
山
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
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研
究
発
表
要
旨

『
淮
南
子
』
に
お
け
る
共
工
の
形
成

｜
不
周
山
説
話
を
中
心
に
｜

大
阪
府
立
大
学
大
学
院

今
井

環

共
工
は
堯
舜
な
ど
、
古
代
の
帝
王
相
手
に
反
乱
を
起
こ
す
存
在
と
し
て
、
先
秦
の
書
物
に
度
々
登
場
す
る
。『
孟
子
』
や
『
荀
子
』、
儒
家
以
外
で
も

『
韓
非
子
』『
孫

兵
法
』
な
ど
に
も
そ
の
名
前
は
見
え
、
秦
以
前
の
段
階
で
あ
る
程
度
の
形
成
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

『
淮
南
子
』
は
淮
南
王
劉
安
が
稷
下
の
学
者
を
動
員
し
て
編
纂
さ
せ
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
先
秦
の
諸
子
百
家
の
思
想
を
多
く
取
り
入
れ
て
お

り
、
ど
の
部
分
が
誰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
研
究
も
既
に
行
わ
れ
て
い
る
。

『
淮
南
子
』
が
先
行
す
る
書
物
の
単
純
な
引
き
写
し
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
現
れ
る
共
工
像
も
諸
子
百
家
の
書
物
に
現
れ
た
ま
ま
の
姿
を
取
る
筈
で

あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
『
淮
南
子
』
に
お
け
る
共
工
の
記
述
を
見
て
み
る
と
、
諸
子
の
記
述
と
は
以
下
の
点
で
異
な
る
部
分
を
持
つ
。

（
１
）『
淮
南
子
』
以
前
の
争
う
相
手
が
堯
・
舜
・
禹
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、『
淮
南
子
』
で
は
そ
れ
に
加
え
て

・
帝

と
争
う
。

（
２
）
共
工
が
不
周
山
に
触
れ
て
天
柱
を
折
る
説
話
は
『
楚
辞
』
天
問
に
康
回
の
説
話
と
し
て
登
場
す
る
の
み
で
他
の
先
秦
の
書
物
に
は
見
ら
れ
な
い
。

不
周
山
説
話
に
つ
い
て
、
康
回＝

共
工
と
す
る
の
は
王
逸
の
『
楚
辞
章
句
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
こ
の
説
へ
の
批
判
は
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
康
回
は
共
工
の
転
声
だ
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、『
淮
南
子
』
以
前
の
共
工
に
関
す
る
記
述
を
見
る
に
、
水
害
を
引
き
起
こ
す
神
と
し
て
の
性
質
は
あ
っ
て
も
地
形
を
破
壊
す
る
神
と
し
て
の
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性
質
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。『
淮
南
子
』
本
経
訓
を
見
て
も
、「
舜
の
時
、
共
工
は
洪
水
を
振
滔
し
、
以
て
空
桑
に
薄
る
。
龍
門

未
だ
開
か
ず
、
呂
梁
未
だ
発
か
ず
、
江
淮
流
れ
を
通
じ
、
四
海
溟
幸
た
り
。
民
皆
丘
陵
に
上
り
、
樹
木
に
赴
く
。」
と
水
害
に
終
始
し
て
い
る
。

ま
た
、『
淮
南
子
』
に
注
釈
を
つ
け
た
高
誘
も
不
周
山
に
関
連
す
る
共
工
に
つ
い
て
、「
堯
の
時
の
共
工
に
非
ざ
る
な
り
。（
原
道
訓
、
注
）」
と
述
べ
る
。

五
帝
の
頃
か
ら
度
々
現
れ
る
共
工
に
つ
い
て
、
一
個
人
で
は
な
く
部
族
を
指
す
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
堯
時
の
共
工
と

・
帝

の
時
の
共

工
が
、
全
く
関
わ
り
の
無
い
別
系
統
の
説
話
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

本
報
告
は
『
淮
南
子
』
以
前
の
共
工
説
話
を
整
理
し
て
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
不
周
山
説
話
が
本
来
共
工
の
も
の
で
は
な
く
、『
淮
南
子
』
の
編

纂
者
が
何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
て
共
工
の
説
話
と
し
て
取
り
入
れ
た
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
そ
の
意
図
と
、
そ
れ
に
よ
る
『
淮
南
子
』
以

後
の
共
工
像
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
ま
で
を
一
応
の
目
標
と
す
る
。
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女

と
伏
羲

｜
二
人
の
神
に
な
る
ま
で
｜

森
ノ
宮
医
療
大
学
非
常
勤
講
師

重
信
あ
ゆ
み

女

と
伏
羲
は
い
つ
か
ら
対
に
な
る
の
か
。『
春
秋
運
斗
数
』（『
風
俗
通
義
』
三
皇
所
引
）
で
は
伏
羲
、
女

、
神
農
が
三
皇
と
さ
れ
る
。
女

と
伏

羲
の
み
が
文
献
上
で
対
と
な
る
の
は
唐
の
『
独
異
志
』
で
「
女

兄
妹
」
と
さ
れ
る
。
聞
一
多
は
『
伏
羲
考
』
で
少
数
民
族
の
苗
族
の
始
祖
を
伏
羲
・
女

と
し
、
伏
羲
を
「
瓢
箪
」、
女

を
「
女
伏
羲
」
と
し
た
。

女

の
文
献
上
の
初
出
は
『
楚
辞
』
天
問
で
、「
登
立
し
て
帝
と
為
す
。
孰
れ
か
之
を
道
尚
す
。
女

、
體
有
り
。
孰
れ
か
之
を
制
匠
れ
る
や
」
と
み

え
る
。
曾
布
川
寛
氏
は
『
崑
崙
山
へ
の
昇
仙
』
で
、
こ
の
帝
を
女

と
み
な
す
。『
山
海
経
』
大
荒
西
経
で
は
神
々
を
生
み
出
す
も
の
、『
淮
南
子
』
覧
冥

訓
で
は
天
を
補
修
し
た
と
さ
れ
る
。
文
献
上
で
は
天
帝
あ
る
い
は
神
々
を
生
み
だ
す
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
地
位
は
高
い
。

伏
羲
は
『
荘
子
』
大
宗
師
に
道
を
得
た
真
人
と
さ
れ
る
。
し
か
し
『
荘
子
』
に
は
女

は
み
え
ず
、『
楚
辞
』
に
は
伏
羲
の
記
載
が
な
い
。
こ
の
時
期
、

女

と
伏
羲
は
文
献
上
で
は
無
関
係
で
あ
る
。

図
像
で
は
ど
う
か
。
前
漢
初
期
の
馬
王
堆
帛
画
で
は
蛇
身
人
面
の
女

は
日
月
を
司
る
天
帝
に
み
え
（
図
１
）、
画
の
中
央
に
単
独
で
描
か
れ
左
右
に

日
月
が
配
さ
れ
る
。
前
漢
末
期
の
河
南
画
像
石
に
は
羲
和
と

羲
が
み
え
る
。
羲
和
は
帝
俊
の
妻
で
十
日
を
生
み
（『
山
海
経
』
大
荒
東
経
）、
常
羲
（

羲
）
も
ま
た
帝
俊
の
妻
で
十
二
の
月
を
生
ん
だ

（
同
大
荒
西
経
）。
二
人
と
も
女
性
だ
が
画
像
石
で
は
蛇
身
人
面
で
上
下
に
位
置
し
、
尾
を
絡
ま
せ
日
月

を
掲
げ
る
（
図
２
）。
こ
れ
は
後
の
伏
羲
と
女

の
構
図
と
酷
似
し
て
い
る
。
前
漢
末
期
の
河
南
画
像
石
で
は
蛇
身
人
面
の
女

と
伏
羲
は
中
央
の
髷
を

結
っ
た
神
に
抱
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
女

と
伏
羲
は
仙
草
を
掲
げ
、
日
月
と
は
関
係
が
な
い
（
図
３
）。
後
漢
に
な
る
と
蛇
身
人
面
の
女

と
伏
羲
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は
尾
を
絡
ま
せ
日
月
を
掲
げ
る
（
図
４
）。『
列
子
』
五
帝
で
は
「
庖

氏
、
女

氏
、
神
農
氏
、
夏
后
氏
、
蛇
身
人
面
」
と
蛇
身
人
面
と
さ
れ
る
が
、

『
山
海
経
』
の
蛇
身
人
面
、
人
面
蛇
身
、
人
首
蛇
身
の
神
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
唐
代
に
は
こ
の
姿
が
典
型
的
と
な
る
（
図
５
）。
女

と
同
様
に
蛇

身
人
面
の
羲
和
・

羲
は
、
伏
羲
と
「
羲
」
の
文
字
が
重
な
る
。
日
月
を
掲
げ
る
羲
和
・

羲
の
図
像
が
、
伏
羲
・
女

の
図
像
に
変
化
し
て
い
く
の
で

は
な
い
か
。
①
蛇
身
人
面
の
女

と
日
月
（
馬
王
堆
）
↓
②
日
月
を
掲
げ
る
蛇
身
人
面
の
羲
和
・

羲
（
前
漢
画
像
石
）
↓
③
日
月
を
掲
げ
る
蛇
身
人
面

の
伏
羲
・
女

（
後
漢
画
像
石
・
唐
代
の
画
）
と
い
う
変
化
で
あ
る
。
な
お
満
ち
欠
け
を
す
る
月
。
日
没
、
日
の
出
を
繰
り
返
す
日
（
太
陽
）。
脱
皮
を

し
て
再
生
す
る
蛇
は
、
い
ず
れ
も
被
葬
者
の
復
活
再
生
を
願
う
た
め
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

図１

図２

図３

図４

図５
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葛
洪
に
擬
せ
ら
れ
る
醫
方
に
つ
い
て

｜
『
外
臺

要
方
』『
醫
心
方
』
所
引
の
『
葛
氏
方
』
等
よ
り
｜

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
講
師

多
田

伊
織

唐
・
王

の
『
外
臺

要
方
』
四
十

（
天
寶
一
一

七
五
二
成
立
）
は
、
日
本
・
丹
波
康
頼
が
『
醫
心
方
』
三
十

（
永

二

九
八
四
進
上
）
編

纂
の
際
に
、
大
い
に
參
考
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
大
醫
學
叢
書
で
あ
る
。『
外
臺

要
方
』
の
大
部
分
は
、
過
去
の
醫
書
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、

文

名
と
引
用
部
分
の

次
を
明
示
す
る
の
が
そ
の
編
纂
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
今
本
『
外
臺

要
方
』
は
、
北
宋
の
校
正
醫
書
局
に
よ
る
宋
改
を
經

て
お
り
、
唐
代
そ
の
ま
ま
の
姿
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、『
外
臺

要
方
』
は
古
逸
醫
書
の
輯
佚
に
は
缺
か
す
こ
と
が
出
來
な
い
底
本
で
あ
る
。

『
醫
心
方
』
は
、
多
數
の
中
國
醫
書
を
引
用
す
る
。
丹
波
康
頼
が
參
照
し
た
醫
書
は
、
遣
唐
使
等
に
よ
っ
て
將
來
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
ら
を
日
本
で

書
承
し
た
寫
本
で
、
い
ず
れ
も
宋
改
以
前
の
姿
を
傳
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
醫
心
方
』
も
や
は
り
古
逸
醫
書
の
輯
佚
に
は
缺
か
せ
な
い
底
本
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、『
外
臺

要
方
』
と
『
醫
心
方
』
は
、
晉
の
葛
洪
に
擬
せ
ら
れ
る
醫
方
を
多
く
引
用
す
る
。『
外
臺

要
方
』
で
は
、『
肘
後
方
』
の
引
用

數
が
群
を

く
。
葛
洪
は
『
抱
朴
子
』
内
篇

應
篇
で
、
自
ら
編
纂
し
た
醫
書
『
玉
函
方
』
百

を
更
に
『
救
卒
方
』
三

に
要
約
し
た
と
す
る
。
こ
の

『
救
卒
方
』
は
『
肘
後
方
』『
肘
後
備
急
方
』
等
と
も

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
梁
の
陶
弘
景
が
『
肘
後
方
』
を
全
一
〇
一
條
（『
補
闕
肘
後
百
一
方
』）

に
増
補
し
た
た
め
、
そ
れ
以
降
の
醫
書
が
引
用
す
る
『
肘
後
方
』
は
、
葛
洪
の
原
撰
部
分
か
陶
弘
景
の

補
部
分
か
見
分
け
が
付
き
に
く
い
。『
補
闕
肘

後
百
一
方
』
は
、
寫
本
の
時
代
に
は
、
葛
洪
の
原
撰
部
分
と
陶
弘
景
の
増
補
部
分
は
朱
墨
で
色
分
け
し
て
書
承
さ
れ
て
い
た
が
、
北
宋
以
降
、
版
本
の
時

代
に
な
る
と
、
そ
の
區
別
が
失
わ
れ
る
。
今
本
『
肘
後
備
急
方
』
は
、
金
の
楊
用
道
の
再
増
補
を
受
け
た
『
附
廣
肘
後
方
』
で
、
葛
洪
原
撰
部
分
は
見
分
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け
が
付
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

『
外
臺

要
方
』
に
は
そ
の
他
に
『
葛
氏
方
』
等
の
名
も
見
え
る
。『
醫
心
方
』
で
は
『
肘
後
方
』
の
名
は
見
え
な
い
が
、『
葛
氏
方
』
の
引
用
が
極
め

て
多
い
。
藤
原
佐
世
『
日
本
國
見
在
書
目

』
に
は
、「
葛
氏
肘
後
方
十
（

）、
葛
氏
肘
後
方
三
（

）
陶
弘
景
撰
、
葛
氏
百
方
九
（

）、
葛
氏
方
九

（

）」
の
四
種
が
著

さ
れ
て
い
る
。

管
見
で
は
、『
外
臺

要
方
』
で
は
、『
肘
後
方
』
が
五
八
六
回
、『
葛
氏
方
』
は
二
九
回
、
引
用
ま
た
は
關

さ
れ
る
。『
醫
心
方
』
で
は
、『
葛
氏
方
』

が
四
六
四
回
引
用
さ
れ
て
い
る
。

本
發
表
で
は
、『
外
臺

要
方
』『
醫
心
方
』
所
引
の
葛
洪
に
擬
せ
ら
れ
る
醫
方
を
中
心
に
分
析
す
る
。
ま
ず
『
葛
氏
方
』『
肘
後
方
』『
玉
函
方
』
等
葛

洪
原
撰
の
可
能
性
の
あ
る
醫
方
を

き
出
し
、
今
本
『
肘
後
備
急
方
』
と
比
較
、
今
本
に
は
見
え
な
い
條
を
拾
い
上
げ
る
。
さ
ら
に
、
名
前
が
似
通
っ
て

い
る
『
備
急
方
』
等
の
引
用
も
同

に
處
理
す
る
。
併
せ
て
、
唐
代
ま
で
に
成
立
し
た
他
の
醫
書
に
も
範
圍
を
廣
げ
、
類
方
を
集
め
て
比
較
、
書
承
關
係

を

討
す
る
。
こ
れ
ら
の
操
作
に
よ
っ
て
、
葛
洪
に
擬
せ
ら
れ
、
後
代
の
醫
書
が
引
用
し
た
醫
方
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。
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『
弘
明
集
』『
廣
弘
明
集
』
に
見
ら
れ
る
道
教
批
判
理
論
の
体
系
化
に
つ
い
て

東
京
大
学
大
学
院

李

書

中
国
の
南
北
朝
期
か
ら
隋
代
唐
初
に
わ
た
る
数
百
年
間
は
、
道
佛
両
教
に
と
っ
て
激
動
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
に
は
道
教
と
佛
教
の
間
で
教
義

の
優
劣
や
佛
法
王
法
な
ど
の
諸
問
題
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
論
争
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
道
教
側
は
佛
教
側
か
ら
様
々
な
反
発
や
刺
激
を
受

け
つ
つ
、
自
身
の
教
理
体
系
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
徐
々
に
形
成
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
正
史
や
道
教
経
典
に
は
当
時
起
こ
っ
た
諸
論
争
に
関
す
る
直
接
の
記
述
が
極
め
て
少
な
い
。
一
方
で
、
外
来
宗
教
と
し
て
、
佛
教
側

は
護
法
ま
た
は
佛
法
を
宣
揚
す
る
立
場
か
ら
こ
れ
ら
の
論
争
に
関
す
る
文
章
を
積
極
的
に
集
め
て
編
纂
し
、
さ
ら
に
『
大
蔵
経
』
に
収
め
て
後
世
に
も
伝

え
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
書
物
は
、
梁
の
僧
祐
（
四
四
五
｜
五
一
八
）
が
編
纂
し
た
『
弘
明
集
』
十
四
巻
と
唐
の
道
宣
（
五
九
六
｜
六
六
七
）
が
編
纂
し

た
『
廣
弘
明
集
』
三
十
巻
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、『
弘
明
集
』
と
『
廣
弘
明
集
』
は
中
国
中
世
に
お
け
る
道
佛
交
渉
に
つ
い
て
研
究
す
る
際
に
最
も
重
要

な
文
献
資
料
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
弘
明
集
』
と
『
廣
弘
明
集
』
は
道
佛
交
渉
の
典
拠
と
し
て
広
く
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
両
書
そ
れ
自
体
を
中
心
に
し
て
全
面
的
に
分
析
す
る
論
著
は
ま
だ
少
な
い
。

本
発
表
は
中
国
中
世
に
お
け
る
道
佛
交
渉
、
特
に
『
弘
明
集
』
と
『
廣
弘
明
集
』
を
通
し
て
佛
教
側
の
道
教
批
判
の
論
理
に
焦
点
を
当
て
る
道
教
思
想

史
研
究
の
一
つ
の
準
備
作
業
で
あ
る
。
資
料
と
し
て
は
主
に
『
弘
明
集
』『
廣
弘
明
集
』
を
用
い
る
が
、
ま
た
『
集
古
今
佛
道
論
衡
』
の
よ
う
な
そ
れ
ら

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
も
併
せ
て
用
い
、
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
道
教
側
の
経
典
で
あ
る
隋
代
の
『
玄
門
大
義
』
や
唐
初
の
『
道
教
義
枢
』
な

ど
を
も
利
用
す
る
。
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本
発
表
で
は
最
初
に
『
弘
明
集
』『
廣
弘
明
集
』
を
主
な
資
料
と
し
て
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
道
教
批
判
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
例
え
ば
早
期
の
沙
門
不
敬

王
者
論
か
ら
隋
唐
時
代
の
佛
性
道
性
ま
で
の
問
題
を
時
代
順
に
整
理
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
推
移
に
反
映
さ
れ
る
当
時
の
社
会
的
・
思
想
的

意
義
を
検
討
し
た
い
。
次
に
、
そ
の
上
で
南
北
朝
時
代
か
ら
隋
唐
初
期
に
か
け
て
佛
教
の
道
教
批
判
に
対
す
る
論
理
が
徐
々
に
体
系
化
さ
れ
て
き
た
現
象

を
歴
史
的
視
点
か
ら
考
察
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
道
教
側
の
反
応
に
も
少
し
触
れ
る
。
一
方
、
宋
元
時
代
に
至
っ
て
書
か
れ
た
佛
教
の
護
法
的
色
彩

が
濃
厚
な
テ
キ
ス
ト
、
例
え
ば
宋
代
の
張
商
英
「
護
教
論
」
や
劉

「
三
教
平
心
論
」
及
び
元
代
の
初
期
祥
邁
「
弁
偽
録
」
な
ど
に
も
、
中
世
に
成
立
し

た
『
弘
明
集
』『
廣
弘
明
集
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
道
教
批
判
の
体
系
を
自
身
の
道
教
批
判
の
材
料
に
す
る
事
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本

発
表
の
最
後
に
『
弘
明
集
』『
廣
弘
明
集
』
に
見
ら
れ
る
道
教
批
判
の
体
系
が
後
世
の
道
佛
論
争
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
も
言
及
し
て
み
た
い
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
中
世
に
お
け
る
道
佛
論
争
の
様
態
、
佛
教
側
に
よ
る
道
教
批
判
の
体
系
の
形
成
過
程
及
び
後
世
の
佛
教
側
に
よ
る
道
教
に
関
す

る
批
判
論
理
体
系
の
継
承
と
い
う
三
つ
の
課
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。
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台
湾
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
み
る
霊
魂
世
界

西
南
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

王

貞

月

本
報
告
は
今
日
の
台
湾
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て
、
人
々
が
考
え
て
い
る
霊
魂
世
界
と
は
な
に
か
、
如
何
な
る
種
類
の
霊
魂
が
あ
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
霊
魂
の
活
動
空
間
は
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
る
か
、
霊
魂
に
お
け
る
時
間
概
念
と
は
な
に
か
、
な
ど
の
問
題
を
提
起
し
な
が
ら
、
台
湾
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

に
内
包
し
て
い
る
霊
魂
世
界
を
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
研
究
方
法
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
で
得
た
社
会
的
な
傾
向
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
得
た
個
別
の
考
え
方
、
の
二
つ
の
調
査
結
果
に
基
つ
い
て
分
析
す
る
。

台
湾
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
中
心
人
物
は
、
主
に
タ
ン
キ
ー
（
童

ま
た
は

童
）
お
よ
び
ア
ン
イ
イ
（

姨
ま
た
は
紅
姨
）
で
あ
り
、
共
に
霊
と
人
間

と
の
交
流
を
仲
介
す
る
霊
媒
で
あ
る
。
前
者
は
神
霊
の
「
よ
り
し
ろ
」
で
あ
り
、
後
者
は
死
霊
の
「
ほ
と
け
お
ろ
し
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
部
の
台
湾

民
衆
は
タ
ン
キ
ー
を
通
し
て
神
霊
に
様
々
な
問
題
の
解
決
策
を
求
め
、
特
に
「
病
気
」
に
関
連
す
る
も
の
は
最
も
多
い
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
「
人
間

は
肉
体
と
霊
魂
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
あ
る
。
要
す
る
に
、
肉
体
の
不
調
が
長
期
間
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
霊
魂
も
不
調
に
な
り
、

互
い
に
影
響
し
あ
う
た
め
、
肉
体
と
霊
魂
の
両
方
を
同
時
に
治
療
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
霊
や
死
霊
の
ほ
か
に
は
、
さ
ら
に
生

き
る
人
間
の
肉
体
と
共
に
生
き
る
霊
魂
を
含
み
、
多
種
多
様
な
霊
に
よ
っ
て
霊
魂
世
界
を
構
成
し
て
い
る
と
台
湾
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
霊
は
た
と
え
神
界
・
鬼
界
・
人
界
に
属
し
な
が
ら
、
各
空
間
世
界
を
往
来
し
て
い
る
。
憑
依
形
態
が
比
較
的
顕
著
な
台
湾
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

は
、
神
霊
が
積
極
的
に
神
界
か
ら
人
界
へ
関
与
す
る
こ
と
や
人
界
で
さ
ま
よ
う
死
霊
が
行
く
べ
き
鬼
界
な
ど
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
神
霊
や
祖
先
霊

な
ど
が
永
遠
に
人
々
や
子
孫
に
崇
拝
ま
た
は
供
養
な
ど
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
肉
体
を
所
有
し
て
い
な
い
霊
に
と
っ
て
は
、
活
動
す
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る
空
間
が
あ
る
に
し
て
も
、
時
間
と
い
う
概
念
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
人
の
霊
魂
は
時
間
に
制
限
さ
れ
て
い
る
肉
体
と
共
に
人
間
界
で
暮
ら
し
て

い
る
た
め
、
時
間
と
無
関
係
で
は
な
く
、
属
し
て
い
る
肉
体
の
生
と
死
と
い
う
過
程
に
従
っ
て
、
前
世
・
現
世
・
来
世
と
い
う
連
続
し
て
い
る
時
間
と
と

も
な
い
、
無
限
か
つ
永
遠
に
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
台
湾
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
み
る
霊
魂
世
界
で
は
、
多
種
多
様
な
霊
魂
が
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
魂
は
異
な
る
空

間
世
界
を
中
心
に
活
動
す
る
が
、
必
要
で
あ
れ
ば
往
来
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
神
霊
も
祖
先
霊
も
、
ま
し
て
人
間
の
霊
魂
も
肉
体
の
生
滅
を
超
え

て
、
永
遠
に
存
続
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
輪
廻
転
生
」
や
「
霊
魂
不
滅
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
霊
魂
世
界
を
内
包
し
て
い
る
台
湾
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
道
教
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
上
、
道
教
の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
基
に
し
た
宗
教
活
動
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
今

日
の
台
湾
の
人
々
の
大
半
は
、
自
分
が
無
宗
教
と
考
え
て
い
る
が
、
自
分
の
都
合
に
よ
っ
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受

け
ら
れ
、
結
果
と
し
て
道
教
の
考
え
方
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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特
別
講
演
概
要

近
年
の
中
国
に
お
け
る
経
済
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
る
生
活
や
意
識
の
変
化
も
著
し
く
、
若
年
と
老
年
、
都

市
部
と
辺
境
内
陸
部
と
で
は
、
価
値
観
や
伝
統
文
化
に
対
す
る
愛
着
も
甚
だ
し
く
異
な
る
よ
う
に
仄
聞
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
変
化
や
格
差
は
、
宗
教
と
も
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貧
困
や
不
自
由
が
解
消
さ
れ
る
と
、
要
望
や
行
動
形
態
も
変
化
し
、
宗
教
に
求

め
る
精
神
的
な
支
え
や
救
い
、
そ
し
て
、
示
し
て
ほ
し
い
生
き
方
へ
の
助
言
内
容
も
変
化
し
て
き
ま
す
。

今
回
、
歴
史
記
述
や
宗
教
組
織
の
構
造
か
ら
で
は
見
え
な
い
よ
う
な
、
宗
教
の
現
状
に
つ
い
て
お
教
え
い
た
だ
く
べ
く
、
中
国
か
ら
三
人
の
専
門
家
を

お
招
き
し
ま
し
た
。

最
初
に
ご
登
場
い
た
だ
く
尹
志
華
氏
は
、
中
国
道
教
協
会
の
国
際
部
副
主
任
の
要
職
に
あ
る
研
究
者
で
す
。
国
際
関
係
や
中
国
北
方
と
い
う
地
域
性
、

組
織
の
中
枢
部
に
あ
る
、
な
ど
と
い
う
視
点
か
ら
道
教
の
現
状
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
国
内
的
に
は
全
真
派
の
宗
教
活
動
に
的
を
絞
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

続
く
上
海
か
ら
の
お
二
人
は
、
上
海
道
教
協
会
の
ト
ッ
プ
の
要
職
に
あ
り
、
共
に
現
役
で
宗
教
活
動
に
あ
た
る
正
一
派
道
士
で
す
。
会
長
の
吉
宏
忠
氏

か
ら
は
、
江
南
と
い
う
活
動
地
域
に
見
ら
れ
る
宗
教
特
性
と
、
こ
の
地
域
に
多
い
正
一
派
の
組
織
内
容
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、

樹
良
氏
に
は
、

正
一
派
道
士
の
具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
道
教
の
全
て
を
語
り
つ
く
す
の
は
困
難
で
す
。
フ
ロ
ア
か
ら
出
た
質
問
は
、
翌
日
の
座
談
会
で
お
答
え
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

配
布
さ
れ
る
カ
ー
ド
に
何
な
り
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

－18－
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特別講演要旨

当代中国道教现状

— 兼谈全真派宫观

中国道教协会国际部　尹　志　华

　1978 年以来，中国共产党的宗教信仰自由政策全面贯彻落

实，道教从“文化大革命”中几近消亡的状态下迅速恢复，并

稳步发展。

　中国道教协会是全国道教徒 (包括全真派和正一派 ) 联合的

宗教团体，成立于 1957年，至今已召开了八次全国代表大会。

中国道教协会的主要任务是引领道教事业健康发展，维护道教

界的合法权益，完善教内规章制度，规范和指导重大教务活动，

弘扬道教文化，开展学术研究，培养道教人才，参与社会慈善

公益事业，进行国际交流等。

　中国道教协会会址原设于北京白云观内，现已在白云观西侧

建成了自己的办公会所。

　中国道教协会设有中国道教学院和中国道教文化研究所，主

办《中国道教》杂志。编纂出版了《中华道藏》、《道教大辞典》、

《中国道教文化之旅丛书》等。举办了很多学术研讨会以及国

际道德经论坛（2007 年）、国际道教论坛（2011 年）。今年 11

月 25-26日又将在江西龙虎山举办国际道教论坛。

　中国道教协会现在对外交流比较频繁，比如去年在英国、法

国、比利时举办了一系列道教文化活动；今年出席了日本道教

协会成立一周年庆典等。

　中国大陆各省级行政区，除天津、西藏、内蒙古、新疆外，

其他省级行政区都成立了道教协会。市、县二级行政区内成立

的道教协会，有数百个。地方道教院校，有上海道教学院、青

城山道教学院、武当山道教学院、河北道教学院和湖南南岳坤

道班。

　据官方公布，中国现有道教宫观约 9000 处，道士约 4.8万人。

信徒人数众多，难以统计。

　中国道教从明代起，逐渐形成两个大的道派：正一派与全真

派。中国北方的道教，以全真派居多。北京白云观从元代以来，

一直是全真派最重要的道观。白云观属于十方丛林，不收徒弟，
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别的道观的道士可以前来挂单或常住。目前道士的培训，主要

还是师徒传授。一部分道士在道教学院或社会上的大学学习过。

道士的学习以道教经典、仪式、修炼功法为主，有的根据兴趣

爱好，学习书法、绘画、武术、医学等等。北京白云观开设有

道医馆。

　北京白云观的经济来源有：作为旅游景点的门票收入；春节

庙会的门票收入；道教法事活动的收入；信徒的捐献等。

　北京白云观和市民生活的接点：春节庙会，每天有数万人来

到观内祈福；平时每月初一、十五，部分市民来观内烧香；道

观为市民举办祈福、度亡道场；市民来道医馆看病；道观免费

为市民举办道教知识讲座；道观在互联网上开设微博等。
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上海道教协会介绍 
  

 上海道教协会会长　吉　宏　忠

　上海市道教协会是上海道教徒联合的、跨宗派的宗教团体，

成立于 1985年，最高决策机构是代表大会，至今已召开六届。

上海市道教协会下设有办公室、研究室、教务部、经济自养部，

主办有《上海道教》杂志和上海道教网站。

　经国家宗教局同意，上海道教办有面向华东六省一市以培养

正一派道士为主的上海道教学院。上海道教学院与华东师范大

学哲学系合作办学，现有本科班 50 名学员在读，学员在四年

的时间里同时修读华师大哲学系宗教学本科专业和上海道教学

院教义与文化本科专业。目前正在规划建设占地 14 亩的新校

区，新的道教学院将以全日制本科教育为核心，面向华东地区

每年招生，在校生规模 300 人。每年还将组织住观道士轮训，

并成立社会公众部，面向对道教感兴趣的社会人士开展公众教

育，目前已举办两期畅玄讲道班。

　上海道教现有开放宫观 33 所，其中一所是全真派坤道院，

住观道士 200余人，绝大部分从上海道教学院毕业，另有散居

道士 1000余人，活跃在农村，为当地信徒举行超度和延寿法事。

　江南地区的道教以正一派为主，以华东地区为例，除浙江省

之外，绝大多数是正一派道士，全真、正一道士人数比例没有

完全统计。正一派道士具有神圣和世俗的双重属性，大多有家

庭，一般是白天住观，晚上回家，遇有宗教活动需要时晚上也

会住观。平时可以吃荤，遇有神诞日或大型法会期间吃素。

　上海道教各宫观主要宗教活动是举办神诞法会以及为信众开

展斋醮科仪服务，为信众举行各类延生和度亡法事。宫观的经

济收入主要由宗教活动经资、信众捐献和香花券构成。

　上海道教的信徒大多习惯在农历的初一、十五到庙观里敬香

礼神，每年的正月初一，人流更是集中。信徒的年龄正在逐步

知识化、年轻化，与老一辈的信徒相比，现在的信徒已不满足

于一般意义上的烧香拜神，更多地希望听道长讲经说法，希望

从中获得人生的启迪。上海各宫观大多开展讲经活动。以上海

城隍庙为例，每两周一次，安排在周六下午，常年开展讲经。

每月的初一、十五，提供场所让信众抄写经文，让信众在抄经
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过程中有所感悟。

　上海道教在开展教务活动的同时，还积极参与社会公益慈善

活动。除了在灾害发生时积极捐款外，还成立专门的慈善基金

和慈善公益组织，组织信众参与各类慈善公益活动，帮助社会

弱势群体。如上海城隍庙，就以道教“齐同慈爱，济世度人”

的理念，成立有上海城隍庙陈莲笙慈善基金和上海城隍庙慈爱

功德会。

　上海道教与国外和港、澳、台道教界有着较好的关系，每年

都会有一定的互访。上海道教音乐是国家级非物质文化遗产，

上海城隍庙道乐团是上海道教音乐的一张名片，灌制有《迎仙

客》系列 CD，其中的《迎仙客》一，还被英国 ARC 唱片公司

引进版权全球发行，乐团曾经多次应邀赴欧洲、日本、新加坡、

香港演出。
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当代上海道教宫观、道士现状

上海道教协会副会长　姚　树　良

　自上世纪 80 年代中国改革、开放以来，上海道教恢复开放

了钦赐仰殿、白云观、上海城隍庙、三元宫等 33 座道观，其

中全真道观一所，最近还有一所正在筹建之中。上海现有常住

道士 200 余人（其中全真道士十几位），还有大量散居道士。

教徒难以统计，约 20万左右。

　道教有全真、正一两大派，在信仰、经典、教义等方面没区

别，在规戒、生活上有所区别，全真道士要求住观、独身、素

食、道装蓄发；而正一道士相对比较宽松、可以吃荤和成家。

相对而言全真派道士比较注重个人修持而正一派则比较重视符

籙、科仪。上海道教以正一派道士居多，基本不会独自云游挂

单，多为集体外出参访；外地来沪挂单的全真道士一般提供短

期挂单。上海道教除遵守传统清规戒律外，上海道教也有《上

海道教清规榜》，全市道观统一张榜并一体遵行。

　上海正一道士的培训和师承，既有传统又有创新，想要入道

的道童，首先经考试合格进上海道教学院全日制学习三至五年，

获大学本科或专科文凭，双向选择进入宫观，然后按传统拜师，

由师傅传道授业。道教协会也会不定期举办各类继续教育培训

班，宫现也会鼓励支持年青道士去社会上参加必要学习培训。

上海正一派道士既有神圣也有世俗的一面，他们早上到值，傍

晚离值回家，过起世俗生活。正一派道士在宫观活动的内容一

般为教徒举行祈福、超度斋醮科仪为主，另外要值殿劳作、个

人修持（练太极、静坐、练绽琴棋书画、研读经典等）、还要

参与宫观其它日常事务。

　宫观每年都会有一些比较固定的道教节日和活动，相对来说

在中国农历腊月和春节宫观都比较忙，有烧头香、接财神、拜

太岁等活动。此外，还有道教主要神明圣诞，清明、冬至超度

法会，道观还会组织众信集体宗教活动。

　道教是一个追求祛病延生、长生久世的宗教，在长期发展中

创立了许多道术、功法，上海道教宫观道士一般道术多用于科

仪、消灾上，也有些精于内丹、外丹功法、道术、懂得身心疏

导者，会利用教太极、静坐、辟谷、导引、食养、运动锻炼等
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开展传法弘道，有些宫观专门开辟养生园为教徒服务。宫观道

士也以不同形式对不信教的社会民众开展公益慈善救济，如资

教助学、帮困敬老、赈灾救济、环境保护等公益慈善活动。

　对于生老病死，随着时代变迁有所变化。上海正一派道士还

在沿用的，对于生主要会替人排人字、起名字，有些会把小孩

过寄于某位神或某位道士，以求护佑健康、平安。对于老病要

求家人、弟子心抱忧戚、不出远门、常侍左右，悉心照料。对

于死要求临死之际香汤沐浴，穿戴整齐；生前遗物可用修营功

德，也可用作殡葬；授过籙的死后都会随身籙牒，对应符合，

回属仙职。自初七、二七、三七至百日、周年，随心功德。

　以上是当代上海正一派宫观、道士的基本情况，不当之处，

望指正。
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「
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グ
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道
教
に
は
様
々
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
側
面
の
う
ち
日
本
で
は
、
道
教
に
直
接
関
わ
る
協
会
職
員
や
現
役
道
士
た
ち
に
つ
い
て
の
生
き
た
情
報
が

も
っ
と
も
欠
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
中
国
か
ら
お
招
き
し
た
協
会
職
員
と
道
士
の
方
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
い
立
ち
の
中
で
道
教
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
形
で
道
教
の
実
態
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
前
日
の
講
演
会
で
出
て
い
た
質
問
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
新
た
な
質
問
も
受
け

付
け
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。
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前
座
講
演
と
し
て
、
中
尾
徳
仁
氏
か
ら
は
天
理
大
学
天
理
参
考
館
が
所
蔵
す
る
宗
教
民
具
に
つ
い
て
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
す
。
民
具
は
日
々
の
生
活

の
中
で
消
耗
さ
れ
て
い
く
運
命
に
あ
る
芸
術
品
で
す
。
そ
う
い
っ
た
残
存
し
に
く
い
民
具
資
料
の
所
蔵
内
容
と
、
特
に
吉
祥
版
画
で
あ
る
年
画
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
続
く
奈
良
行
博
氏
に
は
三
十
年
に
も
及
ぶ
中
国
訪
問
の
体
験
か
ら
、
道
教
の
実
地
調
査
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
か
、
そ
れ

で
何
が
見
え
た
か
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
道
教
学
会
が
術
数
研
究
会
と
共
催
す
る
今
回
の
座
談
会
は
、
市
民
感
覚
で
道
教
を
正
し
く
理
解
す
る
為
の
入
門
的
講
座
で
も
あ
り
ま
す
。

開
会
式

挨
拶

術
数
学
研
究
会
代
表

武
田

時
昌

道
教
学
会
会
長

大
形

徹

資
料
紹
介

天
理
参
考
館
が
所
蔵
す
る
中
国
の
宗
教
民
具

｜
年
画
を
中
心
に
し
て
｜

天
理
大
学
天
理
参
考
館

学
芸
員

中
尾

徳
仁

プ
ロ
ロ
ー
グ

訪
中
歴
三
十
年
、
道
教
踏
査
の
日
々
を
語
る

大
阪
芸
術
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授

奈
良

行
博
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フ
リ
ー
ト
ー
ク

生
い
立
ち
か
ら
語
り
、
道
教
の
疑
問
に
答
え
る

総
合
司
会

専
修
大
学
教
授

土
屋

昌
明

中
国
道
教
協
会

国
際
部

尹

志

華

上
海
道
教
協
会

会
長

吉

宏

忠

上
海
道
教
協
会

副
会
長

樹

良
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　会場の大阪芸術大学スカイキャンパスは「あべのハルカ
ス」24Ｆにあります。この近辺には、安価なビジネス・ホ
テルのチェーン店がなく、ご案内を中止いたしました。
　最寄り駅「天王寺」は、ＪR大阪環状線、地下鉄「御堂
筋」線ですと、30分以内で到着できる便利な位置にありま
す。地下鉄「御堂筋」沿線上の本町（ほんまち）、心斎橋（し
んさいばし）、難波（なんば）、あるいは新大阪などでネッ
ト検索していただくことをお勧めします。
　なお、東横イン「あべの天王寺＆ホスピタルＩＮＮ市大
病院前」店が10月29日（水）の開店となり、ただ今キャンペー
ン中で割引をしています。お早めにお問い合わせいただく
と安価にご予約が取れるかもしれません。

　連絡先は
東横INNあべの天王寺＆ホスピタルINN市大病院前
〒557-0001　大阪府大阪市西成区山王1-1-7
TEL：06-7659-1045　　 FAX：06-7659-1046

ご宿泊の案内中止につきまして

















あべのハルカス地下１階の入口。図左が近鉄
百貨店、天井に大きな時計。
図右のガラス張りがハルカスのシャトルエレ
ベータ乗り場入口。

シャトルエレベータ乗り場入口。図左のエレ
ベータで17階へ。

（図右のエレベータは16階止まり）

あべのハルカス17階、オフィスエレベータへ
の乗換フロア。
図右は「近畿日本ツーリスト」の営業ブース。
図左から24階、大阪芸大スカイキャンパスへ

あべのハルカス地下１階入口（上図・中図）と
　　　　　　　　　　　17階の乗換フロア（下図）



▪近鉄「大阪阿部野橋」駅 西改札　
▪JR「天王寺」駅 中央改札
▪地下鉄御堂筋線「天王寺」駅 西改札
▪地下鉄谷町線「天王寺」駅 南西/南東改札
▪阪堺電軌上町線「天王寺駅前」駅よりすぐ

大阪芸術大学スカイキャンパスへは、地下１階
よりシャトルエレベーターをご利用いただき、
17階でオフィスエレベーターに乗り換え、24階
でお降りください。
※裏面の写真をご参照下さい。

大阪芸術大学 スカイキャンパス

天
王
寺
駅
前

天
王
寺
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町
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野
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近鉄南大阪線
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阪
和
線

JR関西本線

JR
大阪
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線

あ
び
こ
筋

あ
べ
の
筋

谷
町
筋

地
下
鉄
谷
町
線

阪
堺
電
軌
上
町
線

地下鉄御堂筋線

阪
神
高
速
1
4
号
松
原
線

あべのハルカス

天王寺動物園

大阪市立
美術館

JR
天王寺

（あべのハルカス24F）

大阪芸術大学
スカイキャンパス

あべのハルカスB1F シャトルエレベーターのりば

シャトル
エレベーター
のりば

地下街（B1F）
地下鉄谷町線「天王寺駅」から

オフィス
エントランス

近鉄「大阪阿部野橋駅」から

近鉄百貨店入口

地下鉄御堂筋線
天王寺駅改札

地
下
鉄
御
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筋
線「
天
王
寺
駅
」か
ら

J
R
大
阪
環
状
線「
天
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寺
駅
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ら

N

〒545-6090 大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43　あべのハルカス24F
TEL.06-6654-5557　FAX.06-6654-5558


	hyou1
	honbun1
	大会要項Ch
	honbun2
	doukyo65_koukoku_0918
	hyou34

